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今月の聖句 
お互いに親切にし、憐みの

心で接し、神がキリストに

よってあなたがたを赦して

くださったように、赦し合

いなさい。（エフェソの信徒

への手紙 4 章 32 節） 

今月の強調テーマ：ワイズ理解、ファミリーファスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「収穫を待つ」 
東京多摩みなみワイズメンズクラ

ブの活動の一つ「野菜づくり」が始

まりました。8 月 29 日の早朝から

額に汗し、クワをふるい、互いに楽

しく語らいながら作業を進めまし

た。今季は、ハクサイ、ダイコン、

キャベツそして秋植えのジャガイ

モを作りました。 

今年の天候は雨が多く、収穫は如何なものかと思っ

ておりましたが、9 月 26 日（火）の朝 7 時からの管

理作業（除草、追肥土寄せなど）の際、意外と立派な

のができていて、良さそうな感触を得ました。不思議

なものです、「荒れた大地に播かれた種が、生長し大

きな収穫を得る」、そんな時が近づいていることを感

じました。このように考えます、最初に播かれた種が

どんなところに播かれようと、その後に情熱をかけ

た管理をすれば、後の収穫は神が私たちに何かをし

てくれるのだと。聖書にあります、「わたしは植え、

アポロは水を注いだ。しかし成長させてくださった

のは神です」（コリントの信徒への手紙一、第 3 章 6

節から 7 節）。 

間もなく私たちの最初の収穫が始まります。この収

穫の喜びを誰に伝えたらよいでしょうか。まずは、聖

書神学校の畑に感謝しましょう。次に、お互いの頑張

りに感謝いたしましょう。そして、このつながりに感

謝しなければなりません。（藤田智）  
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 メンバー     9名 BF ファンド 

在籍14名  メーキャップ 0名 切手    0g (累計    0g) オークション  0円 

  出席率      69％ 現金(含書損ﾊｶﾞｷ等換金分) (今年度累計  19,206円) 

例会出席10名  メネット     1名        0円 (累計       円) スマイル         7,515円 

  ゲスト・ビジター 0名  (今年度累計   26,721円) 

11 月の Happy Birthday/Happy Anniversary 

＜誕生日＞ 

メネット：田中直美(6 日)、石田貞子(27 日) 

＜結婚記念日＞ 

安藤愼次（28 日） 

 

11月例会プログラム 

日時：11 月 7 日(火) 18:30～20:30 

会場：ベルブ永山 3 階講座室 

司会：伊藤幾夫、受付：真藤広子 

＊開会点鐘  石田孝次会長 

＊ワイズソング  一同  

＊今月の聖句・祈祷 綿引康司 

＊ゲスト/ビジター紹介 会長 

＊会長挨拶 

＊夕食 

＊ゲストスピーチ： 

ALICIA FARM 代表・三井健さん 

「美と健康と環境」 

＊ワンポイントワイズ：田中博之 

＊ハッピーバースデイ/アニバーサリー 

＊YMCA ニュース・連絡等 

＊スマイル献金 

＊YMCA の歌  一同  

＊閉会点鐘  会長 

2017～2018年度 主題 
 

クラブ会長 石田孝次「ボランティア活動の『土台作り』と『実践』」 
 

東新部部長 伊藤幾夫(東京多摩みなみ) 「E人（イーヒト）になろう」 

東日本区理事 栗本治郎(熱海) 「広げよう ワイズの仲間」 

アジア太平洋地域会長 Tung Ming Hsiao(台湾)「ワイズ運動を尊重しよう」 

国際会長 Henry Grindheim(ノルウェー) 「ともに、光の中を歩もう」 

 

《クラブ役員》会長 石田孝次 副会長 真藤広子／綿引康司 

書記 田中博之 副書記 小早川浩彦 会計 深尾香子 担当主事 小野 実 
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10月例会報告 
10 月 3 日（火）、10 月例会がベルブ永山にて開催さ

れました。今回も先月と同様に「科学室」での開催と

なりました。司会は、急な仕事の入った小野さんのピ

ンチヒッターを田中が務めました。聖句/お祈りは真

藤さんでした。夕食の前には田中から、ワイズの国際

的な組織の構成、現状そして、8 月にタイのチェンマ

イで開催されたアジア太平洋地域議会とアジア太平

洋地域大会の参加報告が行われました。 

夕食は「五目チャーハ

ン」。デザートはハロ

ウィンに因んでの「パ

ンプキンプリン」。今

月も美味しくいただ

きました。 

今月は、通例の卓話に

代えて、メンバーによ

るフリーディスカッ

ションが行われ、「これから当クラブで行いたいこ

と」、「クラブメンバーを増やすには」のふたつのテー

マで、和やかな内にさまざまな意見、アイデアが発表

されました。詳しくは 4 ページの左列をご覧くださ

い。 

 
懸案の当クラブオリジナルの入会勧誘リーフレット

が完成し、出席に配られました。メンバーの皆さんは

持ち歩いていただき、お友達、お知り合いのお誘いに

ご活用ください。           （田中記） 

《出席者》10 名：「メンバー」：石田、伊藤、小早川、

真藤､滝口､田中､深尾、藤田、綿引 

「メネット」：田中 

10月役員会報告 
10 月 19 日（月）、18:30 から、ベルブ永山にて 10 月

役員会が開催されました。 

11 月例会のプログラム、分担を決めたほか、12 月例

会は「クリスマス例会」として、通常とは異なる会場、 

プログラムで開催することが決定されました。「祝会」

も予定しています。 

町田地域で新しいクラブを作る計画が進んでいます

が、当クラブは、「協力クラブ」として関わっていく

ことを 11 月例会に提案することになりました。 

             （田中記） 

《出席者》6 名：石田、伊藤、小早川、真藤、田中、

深尾 

「ファミリー・フェスティバル」参加報告 
10 月 1 日（日）、八王子の「高尾の森わくわくビレッ

ジ」において、東京 YMCA 西東京センターのイベン

ト「西東京フェスティバル 2017」が開催されました。

「たいけん・はっけん・にしとうきょう！」をキャッ

チフレーズに、西東京センターに集う子供たちとそ

の保護者、約 100 名に参加いただき、アトラクショ

ンを楽しんでもらいました。このイベントは YMCA

をもっと知ってもらい、親しみを感じてもらうこと

を目的として、毎年開催されています。今回のスタッ

フは、西東京センターの中里センター長以下職員と

大学生のボランティア・メンバー、ワイズからはサポ

ートクラブである東京武蔵野多摩、東京八王子の両

クラブメンバー、そして当クラブからは真藤、滝口、

田中、田中メネット、綿引の 5 名が参加し、お手伝

いをしました。 

アトラクションは、まず大学生メンバーによるおと

ぎ話を題材としたゲームやクイズを仕込んだ劇や、

手作りおもちゃの作成、そしてワイズメンがお手伝

いした「桃太郎」をモチーフにしたゲームなどです。

手作り感いっぱいでしたが、逆にそれが子供たちに

は親しみやすく、大変喜んでもらえました。またワイ

ズメンも子供たちと触れ合いのひと時をもて、有意

義でした。最後には参加者、スタッフ全員でキャンプ

ファイヤーを囲み、キャンプさながらに歌やゲーム

で楽しみました。 

キャンプを知らない私達ワイズメンにはとても新鮮

な体験であり、また子供たちやセンターの皆さんと

交流が図ることができ、楽しい時間でした。（綿引記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フリーディスカッション 

夕食 

《今月のゲストスピーカー》 

三井健さん 

ALICIA FARM 代表 

環境と高齢化社会に着目。自分で 

何か出来る事はないかと、海外留 

学していた経験を活かして、フィ 

リピンにてモリンガの植林を開始。 

現地 ALICIA FARM の代表権を取得。100%植物

の天然サプリメントであるモリンガ茶葉の輸入

販売を実施。多摩市一之宮にて、コミュニティカ

フェ「ALICIA CAFE」を経営。 
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第 21回東新部部大会を終えて 
部大会は、年に一度の“部の祭典”です。東新部のメン

バー・メネット（ゲスト・ビジターにも呼びかけをし

て）が一同に会し、共に学び親睦を持つ機会となる部

最大のイベントです。今年度は 10 月 14 日(土)東京

YMCA 社会体育・保育専門学校および東陽町センタ

ー・Well‐B にて開催しました。 

 
テーマは『ユースと“ボッチャ”で交流』でした。第 1

部式典では、部長主題の「Ｅ人になろう！」を再確認

しました。栗本治郎東日本区理事も参加し、EMC を

強調しました。また、菅谷淳東京 YMCA 総主事も参

加し YMCA の新しいロゴの紹介とポジティブネッ

トのコンセプト「みつかる つながる よくなってい

く」の説明をしました。ほかに部事業主査のアピー

ル、前年度事業表彰が行われました。献金では

RBM(Roll Back Malaria：マラリア撲滅運動）のた

めに 42,650 円が捧げられました。 

第 2 部は、2020 年東京パラリンピック公式種目のボ

ッチャ競技を体験しました。桜美林大学健康福祉学

群谷内先生のゼミ学生 4 人がインストラクター役を

務めてくれました。東京 YMCA 社会体育・保育専門

学校の学生さん 3 人も加わり、ワイズとユースが共

にボッチャを楽しむことができました。 

第 3 部の懇親会は、場所を東陽町センター・Well‐

B に移動して行いました。ビュッフェスタイルの食

事はご馳走で満たされ、和気藹々とした雰囲気で行

われました。 

「第 21 回東日本区大会」、「東日本区メネットの集い」

等のアピールも行われました。参加者は 62 名で例年

と比べると若干少なかったですが、ユースとの交流

と学び、親睦も図られて充実した部大会になったと

思います。東京多摩みなみクラブのみなさんのお支

え誠にありがとうございました。 

（東新部部長・伊藤幾夫） 

東新部部大会に参加して 
延べ 4 時間に及ぶ大会となりましたが、時間はあっ

という間に過ぎた感じがし、楽しいひと時となりま

した。 

第 2 部のユースとの交流の場として、ボッチャ競技

を体験は、総当たり戦で大逆転もあり得るゲームで、

チームが一体感を持って一投ごとに一喜一憂の高揚

感を味わうことができました。初めて体験するボッ

チャ競技は、子供から老人まで、そして障がい者とも

同じ土俵で一緒に楽しめる手軽なスポーツとして

2020 年の東京パラリンピックが近づくにつれ普及

促進が期待されるスポーツであるということがよく

実感できました。そして、最終戦として、ユース 6 名

とワイズ代表 6 名によるガチの勝負があり、辛くも

ワイズが勝利し、大変盛り上がりました。ボッチャ競

技は、障がい者は勿論、引きこもり老人に簡単なスポ

ーツを通じて社会参加を促すツールとして役立てら

れるのではないかと感じました。 

 
第 3 部は、懇親の場として東京クラブの長澤山泰さ

んのご一家が、午前中から準備して下さり、たくさん

のご馳走を堪能することができした。東京クラブの

メネットのみなさんにも、裏方としてバックアップ

していただきました。感謝です。（石田記） 

 

まさか私ががん？ 
今年 8 月、定期健診の便潜血検査の結果、微量の血

が混じっているということで、胃カメラ、大腸内視鏡

検査をすることになりました。検査の結果、「大腸に

がんがあるのですぐ手術をしたほうがよい」と医師

に言われ、目の前が真っ暗になりました。「まさか、

なんで私が？」という気持ちと悪いほうへと気持ち

がいってしまい、落ち込みました。人間って弱いもの

だとつくづく思いました。妻から励まされ、がんに関

する本を一気に 3 冊読みました。樋野興夫著「ここ

ろにみことばの処方箋」、「がん哲学外来へようこそ」、

「いい人生は最期の 5 年で決まる」。こころが安らい

できて、手術に向かうことができました。大腸を 10

㎝ほど輪切りで切除し、さいわいに転移はありませ

んでした。予後も順調で 2 週間の入院で無事退院で

きました。退院 2 週間後に東新部大会を控えていた

ので、それに間に合ってよかったです。多くのみなさ

んに励まされ、支えられました。ありがとうございま

した。                （伊藤記） 

第 1部 

第 3部 

第 2部 
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ぽんぽこ農園便り 
久しぶりに雨が止んだ、10 月 26 日（木）の朝、新

しい看板を立ててきました。 

作物もそれぞれ順調に育っています。収穫が楽しみ

です。11 月 23 日の東京 YMCA 西東京センターの

「秋まつり」で収穫物を披露、販売する予定です。 

                   （田中記） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

フリーディスカッション報告 
10月の例会で行われたフリーディスカッションでは、

テーマ 2 点について、さまざまな意見が表明されま

した。その一部をご紹介いたします。 (小早川記) 

【テーマ 1】これから当クラブでやりたいこと 

・YMCA 西東京センターの支援 

・多摩に YMCA を作りたい。 

・ぽんぽこ農園の発展 

・ユースとの連携 

・若者に対するキャリア教育 

・バザー 

・地域密着型のボランティア 

・多摩市との連携の強化 

・地域の子供と高齢者の支援 

・経験を生かした人材提供 

・エンディングノート 

【テーマ 2】クラブメンバーを増やすためには？ 

・良い活動には自ずと人が集まる。 

・教会活動を通じた勧誘 

・職場での声かけ 

・パンフレットを使った PR 

・候補者リストの作成・活用 

・引きこもり高齢者の勧誘 

・農園の活動実績強化 

・地元イベントへの参加 

 

 

 

 

ＹＭＣＡニュース 
11 月の東京YMCA ニュースをお知らせいたします。 

■会員ソフトボール大会報告 

「第 34 回 オール東京 YMCA・近隣 YMCA 会員ソ

フトボール大会」を 10 月 9 日に開催。日ごろ交流の

機会が少ない会員、学生、留学生、賛助会企業の社員、

ボランティアリーダーなど、YMCA に関わる 292 人

が共にソフトボールを楽しみ親睦を深めました。 

会場は例年どおり、埼玉県の出版健康保険組合大宮

運動場です。 

午前中は 4 グループによるリーグ戦。午後は各ブロ

ックを勝ち抜いたチームによる決勝トーナメントが

行われました。 

閉会式では、10 月に公開された新しい YMCA ロゴ

マークが紹介され、全員に記念Ｔシャツがプレゼン

トされ、記念撮影をしました。 

 
■11 月の主な予定 

・YMCA・YWCA 合同祈祷週礼拝 11 月 16 日 

（社会体育・保育専門学校） 

・ソシアス 2017（会員親睦・協議会）11 月 25 日 

（江東 YMCA 幼稚園） 

・日中韓 YMCA 平和フォーラム 12 月 16 日～20 日

（韓国・光州） 

ワイズメンズクラブの皆様にもご参加、ご協力をお

願いいたします。                        （小野記） 

これからの予定 
・11/18(土)：東新部評議会（山手センター） 

・11/20(月）：11 月役員会（ベルブ永山 3F 講座室） 

・11/23(木・祝)：西東京センター「秋まつり」 

（東京 YMCA 医療福祉専門学校：南武線・谷保） 

・11/25(土)：東日本区メネットの集い（横浜） 

・12/3(日)：西東京センター「ファミリークリスマス」 

・12/5(火)：クリスマス例会（恵泉女学園大学） 

・12/18(月)：11 月役員会 

・1/13(土)：在京ワイズ新年会 

 

 

連絡先：〒192-0023 八王子市久保山町 1-9-3-807 田中博之 (携帯) 090-9823-6387 

例会日：本例会  第 1 火曜日 18:30~20:30 会場：ベルブ永山 多摩市永山 1-5  TEL 042-337-6111 

役員会（第 2 例会）第 3 月曜日 18:30～20:30 会場：ベルブ永山 

会費送金口座：多摩信用金庫 桜ヶ丘支店 普通口座 0251660 東京多摩みなみワイズメンズクラブ会計 深尾香子 

 例会に友人、知人を招待しましょう！ 

 入会勧誘リーフレットを活用しましょ

う！ 

 例会に BF 切手（使用済み切手）をご

持参ください。 


